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のある断面構造を取り上げて電力損の 2 次元解析を行い，これを 3 次元解析結果と比較した。
第 4 章では，導波管型アプリケータを用いて人体モデルを加温した場合に人体モデル内に生じる温度
















(3) 有限差分時間領域方 CFD-TD法)を用いて人体内電力損を求め，陰交互方向法 C 1 AD法)の
考えに従って熱伝導方程式を解いて人体内温度分布を求める方法は複雑な形状や任意の加温方法に
柔軟に対応ができる O
以上のように，本論文は電磁波を用いたハイパーサーミアについて多くの知見を得ており，通信工学，
特に電磁波工学の医学的応用に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認めるO
